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欄外注 3 

∗3 オーギュスト・ブラヴェ（Auguste Bravais, 1811

～1863）はフランスの物理学者。ガロア理論で有

名なエヴァリスト・ガロア（Évariste Galois, 1811

～1832）のエコール・ポリテクニークの同級生で

あった。 

∗3 オーギュスト・ブラヴェ（Auguste Bravais, 1811

～1863）はフランスの物理学者。 
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下から 

3行目 

ここで，上向きスピンの電子数 Nupおよび下向き
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9行目から

12行目 

さらに 3次元自由電子の状態密度が 
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